



































A Report on Overseas Teaching Practicum by Graduate Students in 
Elementary/Secondary Schools in the United States (Ⅶ)
Tomoyuki Kobara, Seiji Fukazawa, Atsushi Asakura, Taketo Matsuura,  Nagako Matsumiya, 
Atsumi Ueda, Saori Matsuo, Ayaka Kawai, Haruna Myodo, Mami Kurokawa, Ai Yokoyama, 
Kohei Amano, Hironori Ikeda, Asami Sakai, Mitsumi Okada, Ryo Sakamoto, Shuji Kikkawa, 
Tomoya Tsuneyasu, Hitomi Fujii, Shigehito Nagasugi, Daichi Kano and Takashi Wakahara
Abstract.   The present reports is on the 7th overseas teaching practicum in the United States by 15 graduate students of 
Hiroshima University, Japan, partly organized by Hiroshima University Global Partnership School Center since 2007. The group 
was comprised of 13 elementary school and 2 secondary school education major graduate students. They planned and conducted 
lessons in English in three local public schools in North Carolina. The expected outcomes of this project were: 1) to self-develop 
practical instructional competence by teaching pupils with diverse backgrounds in the U.S.; 2) to enhance the abilities in 
developing teaching materials through hands-on teaching experiences in English; and 3) to acquire the abilities to design, 
implement and evaluate programs for promoting global partnership. In addition, the teaching experience was followed by cross-
cultural study visits to Raleigh, NC and Washington, D.C. It helped to boost our group motivation that the local media, 
newspaper and TV, and the city Board of Education covered our visit. It is hoped that this project will enhance the students᾿ 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自のメニュー展開をしていることに気づくことを通して，経営理念である“Think Global, Act Local”を理解し，グ
ローバリゼーションについて知ることである。実際に地元ノースカロライナのメニュー作りを行うことによって











































A Wish in TANABATA
B ２
音楽科
Let’s sing WARABEUTA together !
C ２
異文化理解




Let’s play the Japanese MENKO game
E ４
異文化理解
Let’s hold “Yuru-chara” contest in Greenville !
F ４
異文化理解




Let’s study kanji !
H ５
異文化理解













What is “MOTTAINAI” ?
M ８
異文化理解
Let’s make your original HANKO
N ８
異文化理解







































す教材（A,  B,  C,  D,  E,  F,  G,  H,  I,  J,  K,  L,  M,  N,  O）
・日米さらには諸外国の文化の比較を促す教材（H, 
I,  K,  M,  O）
・日米の児童生徒の願いやものの見方・考え方の
比較・交流を促す教材（A,  C,  F,  G）
・既成の文化をもとにして，児童生徒の創造的・
主体的な思考・表現活動を引き出す教材（B,  E,  F, 
G,  J,  K,  L,  M,  O）
既存の教材の解釈ではなく，自ら教材を考案・
構成した経験は，参加者の教材開発力の育成に資
するものであると考える。
イ．指導の構想の明確化
日本国内での事前の学習会における指導案検討
やワークショップにおける米国の先生方からの助
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言をもとに，参加者は，授業実施の対象となる児
童生徒の発達段階，文化的背景，自己の言語能力，
授業時間等を考慮して，授業の目標，内容，方法
を焦点化・明確化している。授業の目標，内容，
方法の焦点化・明確化は，授業構成の基盤となる
ものであり，参加者の実践的指導力の向上に資す
るものであると考える。
ウ．教材提示ならびに学習活動の工夫 
参加者は，授業の構成・展開において，現実の
事物事象の提示，ICTを活用した視覚情報・聴覚
情報の提供，実体験や疑似体験を重視した学習活
動の設定，オープンエンドの学習活動の設定，遊
びの要素を取り入れた学習活動の設定等，多くの
工夫を施している。これらの工夫が，日本の文化
に対する興味・関心の喚起，日本の文化について
の実感を伴う理解，日米の文化についての比較を
通した理解，多様で創造的な思考・表現を可能に
している。このような授業の構成・展開の工夫の
多くは，参加者の言語（英語）による表現を補う
ための工夫として考案され，取り入れられたもの
であるが，日本における授業においても，児童生
徒の学習内容の理解を一層深めるための有効な手
だてとなるものであり，参加者の実践的指導力の
向上に資するものであると考える。
②　課　題
前章に掲げた参加者の報告書の記述内容から，
指導者として伝えたかったことがうまく伝えられ
なかったと感じている参加者も多いことがわかる。
本時の目標に到達した児童生徒の姿は具体的に
どのようなものであるのか（評価規準）を一層明
確にした上で，期待する児童生徒の思考・表現を
引き出すための指導内容・方法を吟味検討する必
要がある。
4　参加者の「自己の変容」についての考察
前章に掲げた参加者による「自己の変容」の記
述内容を分類・整理すると，以下の３点にまとめ
られる。
①　子ども・教育に対する認識の変容
②　コミュニケーションに対する認識の変容
③　授業に対する認識の変容
以下に，それぞれの具体的な記述（全参加者の
記述について一部分を抜粋。なお，表記は一部変
更した。）を示す。
①　子ども・教育に対する認識の変容
・どこの国も「子どもを伸ばしたい」という願い
は同じで，（中略），世界中の子どもを世界中の
みんなでより良い方向へ押し上げていこうとし
ているのだという教育のイメージが自分の中に
生まれた。
・目の前にいる「この子」に正対してとらえよう
とする構えは万国共通のものであると感じた。
・子どもたちの「学ぼう，知りたい」という姿勢
は変わらず，（中略），この意欲を失わせないよ
うにしなければと改めて感じた。
②　コミュニケーションに対する認識の変容
・伝えようとする気持ちと聞こうとする気持ちが
コミュニケーションでは大切であると考え，こ
のような力を子どもに身につけることが教師に
とって重要な課題であると感じた。
・言葉だけでは伝わりにくいからこそいろいろな
方法を用いて伝えることで，互いに価値観を理
解していく感覚がとても新鮮だった。
・英語を使ったコミュニケーションでは文法や発
音が多少違っていても，理解しようとしてくれ
て，英語でのコミュニケーションがすごく楽し
いことだと感じられた。
・多言語を学び，使えるようになることの大切さ
を改めて感じた。また，コミュニケーション能
力とは，言語力と伝えようとする意欲の和であ
ると気付かされた。
・これから日本の子どもたちと関わっていく際に
も，どうしたら伝えられるのか，どうすれば理解
してもらえるのか，世界中の誰にでも伝えられる
ように，という視点をもって考えていきたい。
・「異文化交流において大切なことは何か」とい
う問いに対し，（中略），「自分の文化に誇りを
もち，相手の文化を理解し受け入れること」と
いう一つの考えにたどり着いた。
③　授業に対する認識の変容
・言葉の壁があった中で，そのようなテーマ（｢他
者を思いやる ｣）を伝達型の授業展開で進めて
いっては，子どもたちの心には響くことはない
だろう。本授業は，改めて ｢子ども主体 ｣の授
業展開の重要性を認識する機会となった。
・事前準備の大切さや授業中のトラブルにも柔軟
な視点をもって対応することの重要性を，身を
もって実感することができた。
・説明に頼ることなく，いかなる具体物や活動を
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通じてそれを理解させるか。このような教材選
び，授業構成能力は，教師に求められる重要な
力量の一つであると強く感じた。
・授業を創造していく中で，授業計画は簡潔明瞭
に，教材は分かりやすく発達段階に適したもの
などの大切さを痛感することができた。
・視覚や聴覚といった五感に効果的に作用する教
材・教具を用いること，分かりやすく明快な言
葉で指示や質問をすること，ボディーランゲー
ジやアイコンタクトを大切にすることなどの重
要性を痛感しつつ，実際にそれらを大切にしな
がら授業実践することができた。
・躓くであろう過程への手立てが欠けていたよう
に思う。このような手立てが必要なのはアメリ
カに限ったことではない。日本でも同様である。
アメリカで授業することで改めて授業準備の重
要性を感じさせられた。
・指導者が伝えたいことと学習者が学びたいこと
の間にはズレがあり，またそのズレを小さくし
たり，学習者にズレだと感じさせないようにし
たりすることが大切だと感じるようになった。
これらの参加者一人一人の「自己の変容」の記述
は，本実地研究が目標の一つとする「グローバル・
パートナーシップを推進するために必要な資質の育
成」の実現を具体的に示すものであると考える。
５　おわりに
教育学研究科大学院生によるアメリカの小中学
校における体験型海外教育実地研究は，今回で７
年目を迎えた。今年度は昨年の倍以上の参加希望
者があり，幅広いテーマで受講者の個性の表れた
授業内容および指導法が見られた。アメリカ合衆
国という，ことばも文化も異なる環境で，達成さ
れた成果で述べられたように，①子ども・教育に
対する認識，②コミュニケーションに対する認
識，③授業に対する認識，において大きな価値の
ある変容を認めることができた。
「はじめに」で述べられたように，このプログ
ラムにおいて期待されるのは，日本の学生たちが
慣れ親しんだ状況を離れて，アメリカの児童・生
徒の理解に基づく教材や指導方法の開発を行うこ
と，日米双方の学校教育場面を体験することを通
して，両文化の相互理解を図るための教材開発能
力を涵養すること，さらには両国間のフレンド
シップを越えて，学校間のグローバル・パートナー
シップ推進のためのプログラム開発を実施，評価
できる人材を育成すること，の３点にあった。
最後に，各校での実習授業を観察して，あるい
は引率教員との情報交換を通して，今年度のプロ
グラムで上記のような目標が達成されたか振り返
り，来年への課題を指摘したい。
①　他者の視点から教材を見る視点を養うこと
人，もの，情報の交流によって，もはや完全に
未知の異文化事象は少なくなってきたが，教材開
発の際に，どうしてもエキゾチックな日本紹介を
行う希望があり，文化間のギャップを埋めること
が大きな課題になることがあった。日本のことを
説明すると同時に，アメリカにおいて子どもたち
が学校や社会で体験することで類似しているもの
はないか，を常に意識しながら，教材の開発，発
展に活かしていきたい。
②　コミュニケーションへの関心・意欲・態度
今回は参加者が多かったこともあり，集団行動
の中でどうしても班内での発言者が限られること
が見られた。英語という壁はあるが，自らが意見
や感想を述べようとする，自発的コミュニケー
ションへの態度をさらに高めたい。現地教員との
交流場面で，もっと積極的に交流に参加しようと
する態度が望ましい。
③　教室内相互作用モデルの学習
今回は与えられた時間と場所で，自らの授業実
践に大きな時間と努力をかけたが，アメリカ人教
師たちは各校種でどのような授業実践を行ってい
るのか，どのように生徒との交互作用を引き出し
ているか，をさらによく観察するように期待した
い。教師と児童・生徒のとのコミュニケーション
場面において，教科内容の選択・配列だけでなく，
それを効率的に子どもたちに伝えようとすること
が求められる。これからのグローバル化教育に関
わる未来の教師にとってまたとない機会となっ
た。さらに多様な子ども集団とどのように向き合
うかについて，現地の教員の助言を受けながら，
近未来の日本の教育の姿を予見できるようになる
貴重な機会として，今後ともこのプログラムをさ
らに発展させていきたい。
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